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伊勢原市教育委員会 

公益財団法人 かながわ考古学財団 



 

《展示遺跡》 

１ 西富岡・向畑遺跡     （公財）かながわ考古学財団  １～２ 

２ 糟屋館跡遺跡①      （公財）かながわ考古学財団  ３～４ 

３ 糟屋館跡遺跡②      （公財）かながわ考古学財団  ５～６ 

４ 糟屋館跡遺跡③       （公財）かながわ考古学財団    ７～８ 

５ 上粕屋・和田内遺跡    （公財）かながわ考古学財団  ９～10 

６ 上粕屋・石倉中遺跡第２地点（公財）かながわ考古学財団  11～12 

７ 子易・中川原遺跡 

子易・大坪遺跡      （公財）かながわ考古学財団  13～14 

８ 田中・第六天遺跡第３地点  (株)玉川文化財研究所     15～16 

９ 田中・第六天遺跡第４地点  (株)玉川文化財研究所     17～18 

10 (仮称)桜台一丁目遺跡      (有)吾妻考古学研究所       19～20 

11 (仮称)沼目二丁目遺跡     (有)吾妻考古学研究所       21～22 

 

 

伊勢原市内では、新東名高速道路建設事業や厚木秦野道路建設事業、県道 603 号線道

路改良事業に先立ち発掘調査が行われ、数多くの遺跡が見つかっています。今回は、最

新の調査成果を展示しました。 

 本展示は、公益財団法人かながわ考古学財団と共催し、株式会社玉川文化財研究所、

有限会社吾妻考古学研究所、また、中日本高速道路株式会社の御協力をいただきました。 
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１ 西富岡
に し と み お か

・向
むこう

畑
ば た

遺跡 

 

所 在 地 伊勢原市西富岡地内 

調査期間 平成 19 年４月 1 日～調査中 

調査面積 16,886 ㎡(平成 27 年度分) 

遺跡の立地 西富岡丘陵の西側、渋田川沿

いの東側に挟まれた台地上に位置し、標高

50ｍ前後の西向きの緩
ゆる

やかな斜面と平坦地

にあります。本年は県道 63 号線沿いと、西

富岡丘陵沿いの台地の調査を行いました。 

調査の成果 本遺跡では、近世・中世・古

代・古墳・縄文・旧石器時代の調査を実施

し、遺構や遺物を発見しました。 

近世以降の主な遺構は、区画溝を持つ掘
ほっ

立柱
たてばしら

建物
たてもの

跡
あと

と井戸です。県道 63 号線沿い

の調査区で確認しました。さらに、道路西

側の調査区では、柱痕・井戸・区画溝を検

出しました。街道両脇に屋敷が存在した可

能性があります。遺物は、17 世紀～近代の

陶磁器や銭貨、煙管
き せ る

等が出土しました。注

目すべき遺物として、17 世紀の良質な肥前
ひ ぜ ん

産の陶磁器や、近代ではヨーロッパ産の皿

が挙げられます。後者はこの地域で出土す

るのは珍しく、豊かな生活をしていた事が

考えられます。 

中世では、渋田川沿いの調査区で流路を

検出しました。この中からは、16 世紀の羽

子板１対と下駄が出土しました。また、そ

こから 400ｍ程東の平坦地では、14 世紀の

浅い掘り込みを伴う掘立柱建物跡を検出し

ました。他遺跡の類例から、掘り込みの中

で、馬または牛を飼育していた可能性が考

えられます。 

古墳時代から古代にかけては、竪穴住居

跡や掘立柱建物跡を検出しました。遺物は

土師器
は じ き

・須恵器
す え き

・刀子
と う す

等の鉄製品が出土し

ました。９世紀中頃の竪穴住居跡からは

甲斐型坏
か い が た つ き

と呼ばれる土師器が出土し、他地

域との交流がうかがえます。今回の調査で、

多数の住居が検出された丘陵寄りの台地と

比較して、丘陵から西側にいくにしたがっ

て住居の分布は希薄になることが判明しま

した。 

縄文時代は、過去に調査した縄文時代の

埋没谷の西側と南東側で、中期後半～後期

前半にかけての住居跡を検出しました。 

中期後半の J19 号住居からは、残存状態

の良好な埋
うめ

甕
がめ

が２点出土しました。この住

居跡は建て替えを２回行ったと考えられま

す。埋甕も建て替えに伴って埋設されてい

ました。住居跡は手狭になれば、建て替え

を行うことがあります。また、後期の住居

跡では、床面に平らな石を敷いた柄
え

鏡形
かがみがた

敷石
しきいし

住居
じゅうきょ

跡
あと

が検出されました。 

旧石器時代では、20,000 年前頃の石器製

作跡を一基検出し、黒曜石で作られた小型

の槍先形尖頭器
やりさきがたせんとうき

が出土しました。また、こ

れより古い22,000年前の地層から炭化した

木材が出土しました。この炭化材の樹種が

判明すれば、この時代の気候がわかる手が

かりとなり、環境を知る上で貴重な資料で

す。 
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 写真５ 縄文時代中期後半 竪穴住居跡 

写真１ 区画溝 写真２ 羽子板 

写真３ 古代面全景 写真４ 小型の槍先形尖頭器 



 

－3－ 

 

２ 糟屋館
かすややかた

跡
あと

遺跡① 

 

所 在 地 伊勢原市上粕屋地内 

調査期間 平成 27 年 4 月 1 日～調査中 

調査面積 2,051 ㎡ 

遺跡の立地 本遺跡は、小田急線伊勢原駅

の北西約 2.5 ㎞の上粕屋秋山・辻付近の標

高 50～55ｍほどの２つの丘陵上に立地して

います。丘陵の北東側には渋田川の支流が

流れています。 

調査の成果 調査箇所は３箇所あり、26 地

区、27 地区、28 地区と呼称しています。26

地区は東側に位置する丘陵頂部、27 地区は

東向きの緩斜面が調査箇所となっており、

28 地区は道路を挟んだ西側の丘陵の北向き

の斜面地とその下の平坦部が調査対象範囲

となっています。 

東側の丘陵頂部に位置する 26 地区では、

近世の段切
だ ん ぎ

り・溝状
みぞじょう

遺構
い こ う

・土坑
ど こ う

、中世の段

切り・溝状遺構などの遺構が発見され、近

世には畑地として利用されていたことが判

明しました。 

東側斜面に位置する 27 地区では、近世の

段切り・溝状遺構・土坑、古墳時代後期か

ら奈良・平安時代にかけての段切り・溝状

遺構・竪穴
たてあな

住居
じゅうきょ

跡
あと

・掘
ほっ

立柱
たてばしら

建物
たてもの

跡
あと

・硬化面
こうかめん

・土坑、縄文時代の 集
しゅう

石
せき

などの遺構が発見

されました。 

古墳時代後期から奈良・平安時代にかけ

ての竪穴住居跡や掘立柱建物跡などの遺構

は、緩斜面で発見されました。竪穴住居跡

は８軒見つかりました。全体を確認できな

かったものもありますが、規模は一辺 5.5

～6.5ｍの正方形を呈するものが主体を占

めており、いずれもカマドを有していたと

思われます。カマドは北側または西側に設

けられていました。住居跡からは、甕
かめ

や坏
つき

な

どの土器のほか、勾玉
まがたま

や刀子
と う す

といった石
せき

製品
せいひん

や鉄
てつ

製品
せいひん

が出土しています。掘立柱建

物跡は、竪穴住居跡に切られていたり、調

査区外に延びていたりして全体が確認でき

たものはありませんでしたが、６棟以上が

存在していたものと思われます。柱穴の直

径は 50～60 ㎝が主体を占めていて、柱間の

距離は 1.9～2.0ｍを測ります。規模は２間

×３間かそれ以上あったと思われます。竪

穴住居跡や掘立柱建物跡は他の遺構と重複

する例が多く認められました。このことか

ら、集落が比較的長期にわたって営まれて

いたことが想像できます。 

縄文時代の集石は、調査区の東側で 10 基

発見されました。集石は蒸焼
む し や

きなどの調理

をした施設と考えられており、焼けた石が

数十個から数百個まとまった状態で見つか

ります。今回発見された集石の中には、規

模が直径１ｍを超えるものがありました。

石の多くはよく焼けており、中にはひび割

れたものが認められたことから、同じ施設

または同じ石を何度も利用していた可能性

が考えられます。 

西側の斜面に位置する 28 地区では、渋田

川の支流に接する平地部分で、旧河道が発

見されました。以前の川は今よりやや南側

を流れていたことが判明しました。 



 

－4－ 

 

 

写真 5 石敷
いしじき

道路状
どうろじょう

遺構
い こ う

(伊勢原市 No.163 遺跡) 

写真１ 27 地区 古墳時代後期～奈良・平安時代全景 

  

  

写真２ Ｈ１号竪穴住居跡 写真３ 竪穴住居跡遺物出土状況 

写真４ 27 地区 縄文時代集石 写真５ 26 地区 中世段切り 
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３ 糟屋館
かすややかた

跡
あと

遺跡② 

 

所 在 地 伊勢原市上粕屋地内 

調査期間 平成 27 年 4 月 1 日～調査中 

調査面積 6,560 ㎡ 

遺跡の立地 伊勢原市上粕屋に位置する糟

屋館跡は上杉
うえすぎ

定正
さだまさ

の居館
きょかん

跡
あと

に推定されてい

ます。標高 60ｍほどの上粕屋扇状地に立地

し、重複して上粕屋・秋山上遺跡や上粕屋

・神成松遺跡などがあり、縄文時代から中

世、近世の遺跡が見つかっています。 

 糟屋館跡は、東西 1.6 ㎞、南北 0.7 ㎞の

東西に長い平坦な舌状台地に位置し、その

西端に位置する御伊勢森遺跡では、昭和 50

年から翌年にかけて産業能率大学建設に先

立って発掘調査が行われました。その調査

では、「館」としての明確な遺構は発見さ

れませんでしたが、中世の建物跡と南北に

走る深い横断面がＶ字状の大溝やそれに沿

った土手が確認され、ここが 扇 谷
おおぎがやつ

上杉氏

の居館と推定されました。しかし、糟屋館

跡の範囲内では、糟屋館跡「大門跡
だいもんあと

」の石

碑が建立されているなど候補地は各所に残

されています。また南 500ｍには太田道灌
おおたどうかん

の

墓所が残る洞
とう

昌院
しょういん

が位置しています。 

調査の成果 20 地区の調査では縄文時代の

谷に面した傾斜地から、中世～近世にかけ

ての大きく段切りした平場から掘
ほっ

立柱
たてばしら

建物
たてもの

や斜面を利用した胴
どう

木
ぎ

を渡したところ

に礫を積んで水をためる貯水施設（写真５）

が発見されています。他に石臼
いしうす

が検出され

た井戸（写真６）や台地の周辺を区画する

堀（写真４）も発見されています。水利施

設としての水場遺構の木組井戸も谷の中か

ら発見され、中世～古代にかけての活動の

痕跡が、台地の高台の奈良・平安時代の住

居とともに確認されています。 

調査区西側に位置する縄文時代の谷（写

真１）は、最も深いところで 10ｍ以上あり、

南から北に向かい緩やかに傾斜していま

す。谷底からは多量の縄文土器片や石器・礫
れき

が分布し、台地の上と連動して、遺跡が形

成されていたことが推定できます。 

21 地区では、奈良・平安時代の集落が発

見されました。竪穴
たてあな

住居
じゅうきょ

４軒と掘立柱建物

から構成され、壁高 1.0ｍを測る非常に深い

竪穴住居（写真３）が発見されました。ま

た、縄文時代後期の配
はい

石
せき

遺構
い こ う

（写真２）が

径 30ｍの範囲から９基検出され、大型の石
いし

皿
ざら

や石
せき

棒
ぼう

を起立させた配石遺構が発見され

ています。無頭
む と う

の石棒は、近くから出土し

た頭部が接合し完形に復元されました。立

石や掘り込みを有する配石もあり、まわり

からは竪穴住居等の遺構も見つからず出土

遺物も少なく、集落内では一定の聖域が想

定されます。また、中世までさかのぼる可

能性のある堀や土坑墓なども見つかり、22

地区で見つかった17世紀代の堀などとあわ

せ、まだその位置が確定していない糟屋館

跡発見の糸口となる調査と期待されます。

中世から近世に移り変わる伊勢原の姿を考

えるために、今後も続く糟屋館跡周辺の発

掘調査の成果を注目しましょう。 
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写真２ 縄文時代の配石遺構（21 地区） 

写真１ 縄文時代の谷(20 地区) 写真３ 奈良・平安時代の竪穴住居（21 地区） 

写真６ 近世の石臼出土状況（20 地区） 

写真４ 中世堀（20 地区） 

写真５ 近世の貯水施設（20 地区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 7 - 

４ 糟屋館
かすややかた

跡
あと

遺跡③ 

所 在 地 伊勢原市上粕屋地内 

（伊勢原市 No.74 遺跡・糟屋館跡、 

伊勢原市 No.205 遺跡） 

調査期間 平成 27 年５月１日～調査中 

調査面積 2,400 ㎡ 

遺跡の立地 伊勢原駅から北西約３㎞にあ

る台地の東側に位置する谷戸
や と

平坦部
へいたんぶ

に立地

しています。 

調査の成果 近世の遺構は 溝状
みぞじょう

遺構
い こ う

、

土坑
ど こ う

、ピットなどが見つかっています。特

に溝状遺構は北東から南西方向に掘られて

いるものと、それに直行するように掘られ

ているものが確認されました。これらは耕

作などに関係する遺構と考えられます。 

中世の遺構は溝状遺構、土坑、ピットな

どが見つかっています。溝状遺構では調査

区を縦断するような大きな遺構（写真４）

を確認しました。この遺構は幅６～７ｍ、

深さ２ｍ前後で水利用のための用水路の役

割も持っていた遺構であったのではないか

と考えられます。また、この遺構のすぐ横

から見つかった土坑からは馬の歯（写真１）

が見つかっています。 

古墳時代の遺構は土坑が１基見つかって

います。土坑内からは古墳時代中期のもの

と考えられる高坏
たかつき

の坏
つき

部
ぶ

が見つかっていま

す（写真２）。 

縄文時代の遺構は土坑が３基見つかって

います。いずれの土坑も獲物を捕るための

陥穴
おとしあな

であったと考えられます。３基の陥穴

の中には陥穴の底に先端を尖らせた杭など

を固定するための小穴が掘られているもの

（写真３）も見つかっています。 

また、人為的に作られたものではありま

せんが、むかしの川の流れた痕跡と考えら

れる自然地形も確認されました（写真５）。 

 

 

写真１ 馬の歯出土状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 馬の歯出土状況 

写真２ 高坏出土状況 

写真３ 土坑（陥穴：おとしあな） 
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写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真５ 旧河道（自然地形） 

写真４ 溝状遺構 
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５ 上粕屋
か み か す や

・和田内
わ だ う ち

遺跡 

 

所 在 地 伊勢原市上粕屋 2916-1 番地他 

調査期間 平成 26 年 11 月１日～調査中 

調査面積 3,916 ㎡ 

遺跡の立地 本遺跡は、伊勢原市上粕屋字

和田内・一ノ郷・和田内下周辺の台地上及

びその下一帯に広がっており、調査地は遺

跡範囲の南端に位置します。遺跡は、大山

に端を発する河川によって作られた小谷戸

の一つに立地します。調査地は、和田内の

小谷戸内の中程に位置し、南東方向に傾斜

する斜面の裾付近です。これまで、本調査

地の所在する小谷戸一帯では、奈良・平安

時代～中世にかけての遺構が多数確認され

ており、該期の人的活動が盛んであったこ

とをうかがわせます。 

調査の成果 今回の調査（平成 26・27 年度）

では、旧石器時代～近世・近代まで幅広い

時期の遺構・遺物が発見されました。 

 近世では、耕作に関連すると考えられる

畝跡やそれを区画する溝が発見されまし

た。この時期では、後述する段切り状遺構

が埋まった後に利用されたようです。 

 中世では、大きく二時期に分けられる遺

構が発見されました。新しい時期の中世１

面では、大きな段切り状遺構が特筆されま

す。斜面の裾にあたる南側をより傾斜が急

になるように削っています。途中に平坦面

を作りながら、少なくとも２段以上はあっ

たと考えられます。この平坦面では、溝が

発見され、排水を目的としていたと推測さ

れます。この段切りは、これまで約 120ｍ以

上確認されていますので、南・南東に傾斜

する斜面の裾を大規模に造成していたと考

えられます。この段切り状遺構以外では、

大きな建物などは見つかっていません。 

 古い時期の中世２面では、建物が発見さ

れましたが、簡素なものでした。 

 奈良・平安時代では、竪穴
たてあな

住居
じゅうきょ

跡
あと

が 11

軒発見されました。また、一段高い斜面上

の平坦面では、掘
ほっ

立柱
たてばしら

建物
たてもの

跡
あと

が２棟発見さ

れました。この時期に該当する遺物の出土

量が多く、利用が盛んであったといえます。 

古墳時代では、竪穴住居跡が５軒発見さ

れました。古墳時代から奈良・平安時代の

遺構は、近隣でも非常に多く発見されてお

り、斜面裾が広く利用されていたと考えら

れます。 

縄文時代では、敷石
しきいし

住居
じゅうきょ

跡
あと

５軒、竪穴住

居跡５軒が発見されました。火災後に廃絶

したと推測される住居跡も発見されまし

た。住居の構築材と推測されるものや被熱

した土が見つかっています。Ｊ３号住居か

らは、珪化木製の石棒が発見されました。

住居の入口と本体の付け根から、横になっ

て見つかりました。これら住居跡や周りか

らは、縄文時代後期の土器が多く見つかっ

ています。住居群より古い時代からは、集

石や焼土跡が発見されました。さらに古い

時代からは、 陥
おとし

穴
あな

も見つかっています。 

時代によって利用方法は異なりますが、

長い間斜面や裾の平坦面を利用していたこ

とがわかりました。 
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写真１ 中世１面全景（1 区） 

写真３ Ｈ４号竪穴住居跡（1 区） 

写真２ 古代面全景（５・６区） 

写真４ Ｆ２～５号竪穴住居跡（1 区） 

写真５ Ｊ３号竪穴住居跡（1 区） 

写真６ Ｊ３号竪穴住居跡焼土・炭化物（1 区） 
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６ 上粕屋
かみかすや

・石倉中
いしくらなか

遺跡(第２地点) 

 

所 在 地 伊勢原市上粕屋 1493-2 他 

調査期間 平成 25 年９月 16 日～調査中 

調査面積 3,355 ㎡ 

遺跡の立地 遺跡は大山から伸びる鈴川が

形成した扇状地、鈴川の谷とその東の涸
かれ

谷
だに

に挟まれた段丘上に所在しています。遺跡

が立地する段丘は両側が急峻な崖線とな

り、南側に向かって緩
ゆる

やかに下っています。

遺跡周辺の標高は 88ｍほどです。昨年度に

引き続き段丘を東西に横断するように発掘

調査を行っています。今年度は昨年度から

継続する調査地点１ｃ区の旧石器時代の調

査と、その南側にあたる１ｈ区および西側

の２ｂ区の調査を実施しました。 

調査の成果 これまでの調査で、旧石器時

代、縄文時代、古墳時代、近世の各時代の

遺構・遺物が発見されています。今年度は

これまでに１ｃ区で旧石器時代の細石刃
さいせきじん

の

製作跡、１ｈ区で近世の土器
ど き

焼成
しょうせい

窯
がま

・石段
いしだん

・粘土
ね ん ど

（ローム）採掘土坑
さいくつどこう

、中世の地下式坑
ち か し き こ う

、

縄文時代後期とみられる配
はい

石
せき

、２ｂ区で縄

文時代後期の敷石
しきいし

住居
じゅうきょ

跡
あと

が発見されてい

ます。 

 近世の遺構として注目されるのは１ｈ区

で発見された土器焼成窯です。土器焼成窯

とは「かわらけ」「ほうろく」「火鉢」「植

木鉢」といった低い温度で焼成される素焼

きの焼物を焼いた窯です。これらの焼物は

江戸時代の遺跡から多数出土する一方で、

その焼かれた窯については瀬戸・美濃や常

滑・肥前といった遠くの窯業地ではなく、

比較的消費地に近い地元の窯で焼かれたこ

とが想定されてきましたが、窯そのものが

考古学的に調査されることはほとんど無

く、近年まで操業を続けてきた東京都墨田

区の「今戸焼」などいくつかの窯を除けば、

どこで焼かれたかもよくわかっていません

でした。今回の調査はそうした窯の一つが

発見されたわけで、近世の窯業
ようぎょう

また伊勢原

の地域史を考えていく上で非常に重要なも

のとなりました。 

 また、窯の周辺からは 25 年度から続けて

きたこれまでの調査で水車小屋跡や水路

跡、粘土（ローム）採掘土坑などが発見さ

れています。粘土（ローム）採掘土坑で掘

った粘土（ローム）を水車小屋の臼で砕き、

水路の水で水簸
す い ひ

して精製した粘土で製品を

作り乾燥させた上で土器焼成窯で焼いたと

すれば、窯業に係る一連の施設がすべてそ

ろっていることになり、そうした意味でも

非常に注目されます。 

 旧石器の調査ではローム層（B0 層）中か

ら、細石刃と細石刃核
さいせきじんかく

、その素材となるブ

ランクが多数出土しています。またこれら

以外にも多数の剥片
はくへん

が出土していることか

ら、細石刃関連資料の石器製作が盛んに行

われたものと判断されます。これら旧石器

時代の遺物の総点数は現在 2,000 点を超え

ています。また、遺物の集中する箇所から

一抱えもある大きな石が複数発見されてい

ます。配石と呼称していますが、その性格

については今後の検討課題です。 
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写真１ 土器焼成窯（近世） 

 

写真２ 細石刃出土状況（旧石器時代） 
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７ 子
こ

易
やす

・大坪
おおつぼ

遺跡 

子
こ

易
やす

・中川原
なかがわら

遺跡 

 

所 在 地 伊勢原市子易地内 

調査期間 平成 26 年 11 月 1 日～調査中 

（子易・大坪遺跡 10 区東・10 区西） 

 平成 25 年 7 月 16 日～調査中 

（子易・中川原遺跡 1 区北・1区北

拡張区・1区南拡張区・1-2 工区） 

調査面積 1,290 ㎡（子易・大坪遺跡） 

 5,277 ㎡（子易・中川原遺跡） 

遺跡の立地 子易・大坪遺跡および子易・

中川原遺跡は、伊勢原市西部の子易地区に

所在し、大山に源を発する鈴川
すずかわ

右岸の河岸

段丘上および丹沢山地南東山麓の斜面上に

立地しています。子易・大坪遺跡は、鈴川

右岸の段丘上、標高 110ｍ前後に占地し、子

易・中川原遺跡は同じく鈴川右岸の標高

120m 前後の地点に位置します。 

調査の成果 子易・大坪遺跡 10 区東では、

縄文時代後期の配
はい

石
せき

遺構群
いこうぐん

（配
はい

石
せき

墓
ぼ

含む）

および土坑
ど こ う

墓
ぼ

群が見つかっています。現在

も調査中ですが、これまでに配石遺構80基、

配石墓 43 基、土坑墓 30 基などが発見され

ています。それほど広くない範囲にここま

でお墓が密集するのは、全国的にも珍しい

事例として注目されます。土坑墓および配

石墓には、副葬品として土器が入れられた

ものがありますが、同じ縄文時代後期中葉

（約 3,500 年前）の土器でも、土坑墓から

は加曾利
か そ り

B1 式土器、配石墓からは加曾利 B2

式土器が主体となって発見されていて、土

坑墓群から配石墓群へ変遷したことがうか

がえます。また、空間的にも土坑墓群の分

布域と配石墓群の分布域には相違が見ら

れ、一部重複しながらも、分布域を変えな

がら、墓域として継続的に利用されていた

ことがわかります。 

子易・大坪遺跡 10 区西は、10 区東よりも

急斜面ではありますが、やはり列
れっ

石状
せきじょう

に組

まれた配石遺構群が見つかっています。ま

た、周辺からは加曾利 B2 式土器を主体とす

る多量の縄文土器とともに竪穴住居跡も数

軒確認されており、該期の集落が存在した

ものと推定されます。同時期の墓域と集落

が同時に調査されることは貴重です。 

子易・中川原遺跡では、前年度までに発

見されていた中世の池状遺構を中心に調査

が進められていますが、池の造成に関わる

堤状遺構の構造が明らかになってきまし

た。堤の池側には杭が打たれ、さらには木

材や竹、葦簀
よ し ず

などが柵（しがらみ）状に組

まれ、土堤
ど て

の強度を増すための地業が行わ

れています。また、明治時代まで当地にあ

ったと伝わる和銅山
わどうさん

安楽寺
あんらくじ

という寺院に直

接関わる基壇
き だ ん

跡や石垣、石段、石造物など

が発見され、さらに周辺からは中世にまで

遡ると推定される礎石建物跡や基壇跡など

も確認されています。池状遺構とともに、

中世段階における大規模な地業の様相が徐

々に明らかになってきました。 
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写真１ 調査区全景（子易・大坪遺跡 10 区西・10 区東） 

写真２ 配石墓群近景（子易・大坪遺跡 10 区東） 写真３ 配石墓副葬土器（子易・大坪遺跡 10 区東） 

写真４ 池堤杭列（子易・中川原遺跡 1 区北） 写真５ 礎石建物跡（子易・中川原遺跡 1 区南） 
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８ 田中
た な か

・第六天
だいろくてん

遺跡
い せ き

第３
だ い  

地点
ち て ん

 

 

所 在 地 伊勢原市伊勢原四丁目599番地先 

調査期間 平成26年９月２日～12月18日 

調査面積 1,335㎡ 

遺跡の立地 田中・第六天遺跡第３地点は伊

勢原市中央部の東寄りに所在し、小田急電鉄

小田原線伊勢原駅より北方約0.6㎞、伊勢原

市役所より南南西約0.3㎞に位置します。 

地形的には大山山麓から南東へ派生
はせい

した伊

勢原台地の北縁部に該当します。周辺の地形

は南西から北東に向かって緩やかに傾斜して

おり、現地表面での標高は、調査区南西の台

地部で約36ｍ、中央の台地肩部で約33ｍ、北

東の斜面部で約29ｍを測ります。遺跡東方約

0.8 ㎞の渋田川沖積地との比高差は８～15ｍ

前後となります。 

調査の成果 田中・第六天遺跡が立地する伊

勢原市田中地区は、沼目地区、池端地区、東

大竹地区とともに、市内で有数の古代遺跡包

蔵地として知られています。田中・第六天遺

跡範囲内では、本地点を含めて４カ所の発掘

調査が行われており、発見された古代竪穴住

居は現時点で50軒以上を数えます。 

 今回の調査では、既知の成果と同様に古代

（古墳時代後期～平安時代）に属する集落が

発見されました。また、少量ではありますが、

縄文時代の遺物、中世以降の遺構・遺物など

も検出されています。 

出土遺物の内訳は、縄文時代の土器、石器、

古代（古墳時代後期～平安時代）の土師器
は じ き

（坏
つき

・甕
がめ

）、須恵器
す え き

（坏・蓋
ふた

）、灰釉
かいゆう

陶器
とうき

（埦
わん

・

長頸
ちょうけい

瓶
へい

）、土製品（管状土
かんじょうど

錘
すい

）、石製品（砥

石、凹
くぼみ

石
いし

、敲
たたき

石
いし

）、鉄製品（雁
かり

股
また

鏃
ぞく

、柳
やなぎ

葉
ば

鏃
ぞく

、刀子
とうす

）、中世以降の陶器、磁器などで、

総量は中テン箱で約18箱分を数えます。この

うち主体をなすものは古代の土器群で、器種

としては土師器坏・甕類が大半を占めます。 

縄文時代の調査では、主に台地平坦部～肩

部の包含層中より前期後葉諸磯式
もろいそしき

土器
ど き

、中期

後葉曽
そ

利式
りしき

土器
ど き

、後期前葉堀之内式
ほりのうちしき

土器
ど き

、後

期中葉加曽利
か そ り

Ｂ式
しき

土器
ど き

が少量と石器（石鏃）

１点が出土しましたが、当該期の遺構は発見

されませんでした。 

古代の調査では、７世紀前葉から10世紀後

半に属する集落が発見されました。遺構の内

訳は竪穴住居址28軒、土坑14基、溝状遺構

５条、ピット列１列などで、これらは大きく

７世紀前葉～８世紀前葉、８世紀中葉～９世

紀初頭、９世紀前葉以降に時期区分すること

ができます。 

７世紀前葉～８世紀前葉では竪穴住居址

16 軒および断面Ｖ字の大規模な溝状遺構１

条などが検出されました。周辺調査地点の分

析から、本時期の集落は台地部から低地部ま

で広く展開し、さらに遺構および遺物の数量

も卓越しており、田中・第六天古代集落の最

盛期と位置付けることが出来ます。住居の基

本構造は、西壁中央に長い煙道
えんどう

部を持つカマ

ドが構築され、４本柱の主柱穴を有していま

す。 

８世紀中葉～９世紀初頭では竪穴住居址３

軒などが検出されました。これらは台地部か

ら斜面部にかけて散在しています。本時期に
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属する住居の特徴としては、多数の床下土坑
ゆかしたどこう

が構築される点があげられます。 

９世紀前葉以降では竪穴住居址７軒などが

主に台地部より検出されました。本時期に属

する住居の形態的特徴としては、住居規模の

縮小およびカマド構造の簡素化などがあげら

れます。このうち10世紀後半に下る４号住、

25号住などが、田中・第六天古代集落の終末

期の遺構と考えられます。 

中世以降の調査では、東西方向の道路遺構

２条と溝状遺構２条が検出されました。この

うち道路遺構の上面に宝
ほう

永
えい

火山
かざん

灰
ばい

（宝永４－

1707年降灰）が堆積しており、２条の道路遺

構は調査区中央で合流して三叉
さんさ

路
ろ

となります。

さらに本址の北側約８ｍには道筋をほぼ同じ

にする現行道路の三叉路が位置しています。 

田中・第六天遺跡第３地点遺跡全体図（1/800） 
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９ 田中
た な か

・第六天
だいろくてん

遺跡
い せ き

第
だい

４地点
ち て ん

 

 

所 在 地 伊勢原市伊勢原四丁目755-3番地先 

調査期間 平成27年９月24日～12月４日 

調査面積 590㎡ 

遺跡の立地 本遺跡は伊勢原市中央部の東寄り

に位置し、地形的には大山山麓から派生
はせい

した伊

勢原台地の北縁部に所在します。本調査地点は

標高36ｍほどの台地上に立地しています。 

調査の成果 今回の調査では、古墳時代後期か

ら奈良・平安時代に属する竪穴住居址９軒、竪

穴状遺構１基、掘立柱建物址３棟、土坑13基、

ピット122基、中世に属する溝状遺構４条、ピ

ット２基を発見しました。 

古墳時代後期から奈良・平安時代は、今回の

調査で主体となった時期です。７世紀後半の住

居址は、３・７・９号の３軒です。調査区全体

に分布しており、当該期の集落の広がりを想定

できます。８世紀前半の住居址は、１・６・８

号の３軒で、７世紀後半と同様に調査区全体に

分布します。８世紀半ば以降は軒数が減少し、

８世紀後半が１軒（５号）、９世紀前半が１軒

（４号）、９世紀後半が１軒（２号）と、まば

らに散在する程度になります。 

出土遺物は、各時期を通して土師器
は じ き

が主体で、

須恵器
す え き

や灰釉
かいゆう

陶器
とうき

は少量です。１号住居址の覆
ふく

土
ど

中からは遺物収納箱で 13 箱分の多量の遺物

が出土した点は注目されます。出土遺物は土師

器の坏
つき

・甕
がめ

類が主体で、東海地方の須恵器類

が含まれます。須恵器は蓋
ふた

・坏類が主体で、甕・

瓶
へい

類はわずかです。蓋・坏類は、有台坏
ゆうだいつき

とそ

れにともなう摘
つま

み蓋が主体を占めます。１号住

居址の覆土各層から出土した破片は、住居内で

接合するものも多いことから、短期間に一括廃

棄されたものと推測されます。 

掘立柱建物址は３棟検出され、そのうち２棟

（１・３号）は桁行３間×梁行２間の建物で、

すべて側柱建物です。いずれも小形の建物で、

時期については、７世紀後半以前の古墳時代後

期に属すると考えられます。 

土坑は、調査区内に散在し、平面形は楕円形

のものが多くあります。２区北東部で検出した

６～８号土坑は、隅
すみ

丸
まる

長方形を呈し、いずれも

形状や規模、主軸方位が類似し、ほぼ等間隔に

並んで検出されている点で特徴的です。 

中世に属する遺構は、溝状遺構を４条検出し

ました。１・２号は並行して東西方向に直線的

に延びています。３号、４号は、同一軸線上に

延びることから、同一遺構であると考えられ、

南北方向からやや西に振れて延びています。詳

細は不明ですが、走行方向や規模・形状から、

区画施設等の可能性が考えられます。 

まとめ 今回の調査では、７世紀後半から９世

紀後半にかけての竪穴住居址を中心とする集落

跡を検出しました。本調査地点の北東側に隣接

する第２・３地点や周辺に位置する田中・酒
さか

林
ばやし

遺跡、田中・聖
ひじり

原
はら

遺跡などの遺構構成につい

ても、古墳時代後期から平安時代を通して主に
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竪穴住居址が遺構の中心となっており、掘立柱

建物址は少数です。時期は古墳時代後期から奈

良時代初頭が多く、８世紀中葉以降、遺構数を

減少しながら 10 世紀代まで継続し、11 世紀に

は集落は途絶えます。 

本調査地点においても、遺構密度はやや低い

ですが、遺構構成・時期について周辺の調査地

点と同様の傾向を確認することができました。 

 

第１図 主要遺構配置図（S=1/600） 

写真１ １区全景（北西から） 写真２ ２区全景（北東から） 
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10 （仮称
かしょう

）桜
さくら

台
だい

一丁目
ちょうめ

遺跡 

 

所 在 地 伊勢原市桜台1丁目512-1ほか 

調査期間 平成27年８月10日～10月７日 

調査面積 1,320㎡ 

遺跡の立地 （仮称）桜台一丁目遺跡は伊勢

原市中央部に所在し、小田急電鉄小田原線伊

勢原駅より南東約0.3㎞に位置します。 

地形的には大山山麓から南東へ伸びる伊勢

原台地の南縁部に該当します。周辺の地形は

北からに南に向かってわずかに傾斜しており、

現地表面での標高は、調査区南西の台地部で

約33ｍを測ります。 

調査の成果 （仮称）桜台一丁目遺跡が立地

する伊勢原市伊勢原地区は、古墳時代から近

世の遺跡包蔵地として知られています。周辺

では、本地点を含めて５カ所の発掘調査が行

われており、竪穴住居や中世建物跡、道状遺

構などが発見されています。 

 今回の調査では、Ｂ区で平安時代の住居跡

２軒が検出され、南側に展開している天王原

遺跡群の集落の北限と考えられる遺構群が発

見され、住居跡の北側には区画溝と考えられ

る溝状遺構が南北方向に検出されました。 

 中世では、Ｂ区の平坦面では方形又は矩形
くけい

に巡ると思われるＬ字状の溝状遺構が１条検

出されましたが、その内側には明瞭な建物跡

は発見されていません。東側ではやや弧状
こじょう

を

呈する溝状遺構が１条検出されていますが、

性格は不明です。 

Ａ区では全体にローム層まで掘削される事

業がなされ、谷間状の窪地を呈しています。

南壁中央部に沿った地点が最も高く、平場を

形成していますが、建物跡は発見されていま

せん。その平場から東方向へ少しずつ下がる

段切りが２段作られており、２段目の段切り

の縁に沿って墓坑が構築されています。さら

に下がった平坦面にも多数の墓坑が作られ、

各墓坑からは人骨が出土しています。南西隅

の窪地（１号竪穴状遺構）では竪穴の斜面に

沿って投げ捨てられたような状態で多数の人

骨が発見されました。Ａ区の南半分は最も低

く、井戸跡や地下式坑、巨大な竪穴状遺構な

どが検出されています。 

 近世では、Ａ区は畑地であったと考えられ、

畝
うね

状の窪みに堆積した宝
ほう

永
えい

火山
かざん

灰
ばい

（1707 年

富士噴火の噴出物）が多数検出されました。

また、この火山灰を廃棄するための土坑・溝

がＡ区・Ｂ区・Ｅ区でも検出されています。 
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Ｂ区 1号住居跡全景（西より） 

Ａ区 人骨出土状況（南より） 
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11 （仮称
かしょう

）沼目
ぬ ま め

２丁目
 ちょうめ

遺跡 

 

所 在 地 伊勢原市沼目２丁目91-1ほか 

調査期間 平成27年10月19日～10月29日 

調査面積 140㎡ 

遺跡の立地 （仮称）沼目2丁目遺跡は伊勢

原市南部の東寄りに所在し、小田急電鉄小田

原線伊勢原駅より南東約1.2㎞、伊勢原市役

所より南南東約2㎞に位置します。 

地形的には大山山麓から南東へ派生
はせい

した伊

勢原台地の南縁部に該当します。周辺の地形

は西から東に向かって緩
ゆる

やかに傾斜してお

り、現地表面での標高は、約33ｍを測ります。 

調査の成果 今回の調査では、南側地区で平

安時代の住居跡１軒、中世の溝状遺構１条・

竪穴状遺構１基、北側地区で平安時代の住居

跡１軒が検出されたため、発掘調査を行いま

した。中央地区の遺構検出作業では、平安時

代と思われる竪穴住居跡１軒、掘立柱建物跡

と思われる柱穴が10基ほど検出され、中世と

思われる竪穴状遺構２基、南側地区から延び

る溝状遺構、近世以降と思われる土坑・ピッ

ト、溝状遺構などが検出されています。 

  発掘調査により、南側地区で検出された２

号住居跡は北東コーナー付近にカマドをもつ

竪穴住居跡で、西側を調査開始前の掘削によ

って大幅に削られていました。しかし、壁
へき

高
こう

が約 80 ㎝近くを測る掘り込みの深い竪穴住

居跡で、約半分が調査区外にあたります。北

西コーナー付近には、中世の薬
や

研
げん

堀
ぼり

の溝状遺

構が住居跡を壊してつくられ、住居内で直角

に屈曲
くっきょく

し、東壁を少しでたところで留まっ

ていました。住居跡内からは平安時代（９世

紀代）の土器が出土しており、数多くの土師
は じ

器
き

甕
かめ

片・坏
つき

片、少量の須恵器
す え き

甕片・坏片・蓋
ふた

片

や灰釉
かいゆう

陶器
とうき

片が見られます。鉄製品として

刀子
とうす

が１点出土し、特異な遺物としては土
ど

錘
すい

が数点発見されています。 

  住居跡は長期にわたる使用がうかがえる硬

化した貼
は

り床面が４面検出されていて、カマ

ドに使用された黄色粘土や焼土が床面の一部

として使用されていました。また、覆土
ふくど

の状

況から建て替えと考えられる様子もみられま

す。また、床下には重複している６基以上の

床下土坑が掘り込まれており、特殊な使用方

法と思われる黄白色粘土を１㎝の厚さで土坑

の底や壁面に貼り付けているものが１基検出

されています。 

 １号住居跡は、北側地区の県道側の擁
よう

壁際
へききわ

に僅
わず

かに残った範囲に検出され、安全面を考

えて、奥行き１ｍと幅約６ｍの範囲を調査し

終了しました。それでもカマドに使用された

黄白色粘土層の崩
くず

れた残骸
ざんがい

や良く硬化した

床面・周溝の検出、粘土層の上から出土した

土師器甕片からみて、平安時代の住居跡であ

ることが判明しました。 

 今回の調査では、平安時代の住居跡や確認

のみで終わった掘立柱建物跡の発見によって、

調査地点が沼目・天王原地区に展開する集落

の一部であることが判明しました。また、中

世期においても薬研堀の溝状遺構や竪穴状遺

構の検出からみて、何らかの生産活動が行わ

れていると推測するに足りる遺跡であること

がわかりました。     
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Ｃ１号溝全景（南より） 

２号住居跡全景（南より） 


